


















































































































































































































































































































































































































常盤学区 70.0％ 45.5％ 47.7％
草津市内全体 44.6％ 43.3％ 43.0％
2013年度（平成25年度）2008年度（平成20年度）2003年度（平成15年度）
常盤学区 60.0％ 49.6％ 41.7％
草津市内全体 32.9％ 30.2％ 28.6％
2013年度（平成25年度）2008年度（平成20年度）2003年度（平成15年度）
常盤学区 20.0％ 8.9％ 18.2％
草津市内全体 37.0％ 27.3％ 28.2％
2013年度（平成25年度）2008年度（平成20年度）2003年度（平成15年度）
常盤学区 24.0％ 21.1％ 29.5％
草津市内全体 28.6％ 27.0％ 29.2％
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感謝こそすれ差別するのはおかしいと思う。私は小学生のときに地区の方の
お話しを聞いて「理不尽な差別はいけない」と強く思った。お肉が好きな私
は、今も毎日、食肉工場の横を「ありがとう」という気持ちで通っている。
7．最後に
①　『あなたに伝えたいこと』（ＤＶＤ：視聴覚教材）鑑賞から
　授業では、より身近に同和問題を考える目的で『あなたに伝えたいこと』（文
科省選定：2015年度：平成27年度人権啓発映像作品法務大臣優秀賞ＤＶＤ：
36分）の鑑賞を通じて理解を深めた。
　この物語の主人公である真央は、自分の結婚話を発端に、恋人（拓海）や
友人（亜美）、家族などとの関わりから、同和問題が身近な問題であること
を知る。インターネット上の情報に左右されることなく人とふれあい、お互
いを正しく知ることが、同和問題やすべての差別をなくしていくために重要
であることを、若い二人の結婚問題から明るい希望とともに同和問題解決の
確かな筋道を伝える作品である。
②鑑賞後の感想意見から
　結婚相手が同和地区出身かどうかで差別するのは良くないと思います。自
分の気持ちが一番大事です。私は同和地区のことを高校の時に知りました。
それまでは全く知りませんでした。私のような世代は気にする人は少ないと
思いますが、祖父母や親の世代は気にする人が多いと思います。母の友だち
も結婚するときに周りの親せきから反対されて悲しんだと聞きました。何も
関係なく気にせずに暮らしていければそれはそれでいいと思いますが、実際
に差別があると考えるときちんと学ぶことが大切と思います。
　このビデオを見て感動しました。お互いの信頼と周りの人の理解と支えが
あってゴールインしたからです。私たちの時代から同和問題を乗り越えてい
く生き方をしていきたいと思います。
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　中学生の時に同和問題を初めて知りましたが、正直、その時は「知らなけ
れば知らないままでいた方がいい」と思いました。知らなければ偏見や差別
もなくなると考えたからです。しかし、今日の授業で「知らないままではダ
メだ」と気づきました。知らないままだと、もし、実際に差別を見聞きした
とき、ただの好奇心から自分も差別をしてしまうかもしれないし、間違いを
正せないからです。
　私は小学校の教員をめざしています。自分自身が正しい知識を身つけて学
ぶことが子どもたちに差別をしない人間に育てることになると強く思いまし
た。
　同和問題なんてあってはいけないと思いました。私の彼氏は私と宗教が違
います。最初は少し抵抗というか、何か拒むものがありましたが、人権問題
論を受けて考えが変化しました。人はそれぞれで、どんな宗教であれ、その
ことと人間性とは関係ないと感じました。大切なことは当人の気持ちと互い
の信頼だと。
　同和問題に関しては、母から「部落の人は怖い」と教えられてきました。
しかし、今日のビデオ「あなたに伝えたいこと」を観て、同和地区の人も私
らと何にも変わらない人たちで、差別している人が醜いと思いました。その
ことを家で母にも話してみようと思いました。
　同和問題の実態から現在のことがよくわかるＤＶＤでした。結婚のときに
相手の家柄や地区を気にすることは、今でも普通にしてしまいがちなことで
す。作品の中でネット上に同和地区名が書かれているシーンがありましたが、
もし、私もそれを目にしたら「へぇ、ここがそうなんや」と思ってしまうか
もしれません。でも、それこそが差別をしてしまうことなんだと気づきまし
た。
　今まで何にも意識することなく当たり前のように「自分は差別なんかして
いない」と思い込んでいましたが、普段の言動を振り返れば「危ないな・・・。」
と危機感を覚えました。同和問題を身近に感じることができ、自分自身の生
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き方を気付かせてくれるＤＶＤでした。
　私は〇〇県の〇〇市に住んでいます。私は自分が育ったこの町が大好きで
す。近所の人もフレンドリーだし、おかずのおすそ分けが多すぎてお腹がいっ
ぱいになる時もあるぐらい素敵な場所です。
　しかし、私が大阪に出てきて周りの友達に言われたことが今でも忘れられ
ません。
　「あんた、〇〇に住んでるのぉ？えー、私は絶対に〇〇には行かないし、
すまへんわ～。だってヤンキーとかヤクザばっかりなんでしょー。」「そした
ら、あなたもそういう人たちと友達なんでしょ。こわーい。」と言われてと
ても傷ついたことです。
　同和問題をこの授業で学べて本当によかったです。同和地区の人は何も悪
くないです。周りの人々の考えや行動が変わっていくべきです。そして、こ
の問題をちゃんと理解していくことです。
８．《補足》同和問題に関する「Q＆A」
Ｑ１
　「そっとしておけば、同和問題は無くなるのではないか」という人がいま
すが・・・。
Ａ１
　「そっとしておけば、同和問題は無くなる」という考えでは同和問題は解
決できない。1871年（明治４年）、いわゆる「解放令」（賤称廃止令：太政官
布告）が出されてから約140年、1947年（昭和22年）、基本的人権の保障を謳っ
た日本国憲法が施行されて約70年経過した現在でも、「差別をしてはいけな
い」とわかっているのに、いまだ差別が現存している。それは、同和問題を
正しく学習しなかったり、多くの人が「できることならかかわりたくない」「傍
観者でいたい」あるいは「そのうちに自然になくなるから…」などと同和問
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題と真剣に向き合うことなく、避けてきたからである。
　その結果、偏見や間違った考えが人から人へと伝えられ、差別が繰り返さ
れてきたと言える。
　同和問題を正しく認識するとともに、一人ひとりが差別を許さない心を
しっかりと育み、豊かな人権意識や感覚を持った生き方をすることが大切で
ある。そして、どのような時も「自分が差別されたらどうか」と、相手の立
場に立って考え行動する姿勢を持ち続けることが求められる。
Ｑ２
　「同和問題は、自分には関係ない」という人がいますが・・・。
Ａ２
　同和問題は、同和地区に生まれたという理由だけで、根拠のない言い伝え
や偏見によって差別されるという社会問題である。それぞれ自分の日常生活
を振り返ってみても、自分に責任のない理由で、つらい思いをしたことはな
いだろうか。例えば、家族の構成や親の仕事、国籍や人種、性別や思想信条・
宗教、障がいの有無などである。
　同和問題を含めて様々な人権問題があるが、これらは差別される人々の問
題ではなく、差別する人々の問題である。人権問題の解決は、自分が差別す
る人間にならないだけでなく、日常生活の中で差別を許さない行動をとるこ
とである。そのためには、同和問題をはじめとした様々な人権問題を「自分
には関係ない」と避けるのではなく、自分自身の暮らしと重ねて「自分事」
として捉えることが大切である。何事も「他人事」だと関心が薄く積極的な
態度が生じない。同和問題の学習を通して正しく理解すれば、同和問題に関
わったときに差別を許さない態度をとることができる。
　また、人権問題の学習過程で厳しい差別の中で真剣に生きてきた人々の姿
やその願いに触れ、自分自身の考え方や生き方を見つめ直し考えることで、
他の人権問題についても気づくようになる。同和問題を自分の問題として考
えることは、自身の人生をより豊かにすることにつながることである。
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Ｑ３
　「同和教育では、どのような力を育むことができるのでしょうか。」
Ａ３
　同和教育は、教育を通じて部落差別の解消を図ることを直接のねらいとし
ているが、これを通じて、差別や偏見を見抜く合理的なものの見方、考え方
を学び、差別や偏見を許さない実践力を育むことを目的としている。したがっ
て、同和問題の解決だけでなく、様々な人権問題の課題解決に取り組んでき
た。
　約60年前、「今日も机にあの子がいない」という長期欠席や不就学といっ
た同和地区の子どもの生活実態や差別の現実に深く学ぶことから同和教育は
スタートした。同和教育は人権教育の典型や先駆けとして実践されてきた。
そして、その研究実践の広がりと深まりが、障がい者理解教育（特別支援教
育）、在日外国人教育、男女参画共生教育などの人権教育へと発展してきた。
同和教育で育んだ差別を許さない人権感覚と態度は、あらゆる差別を解消し
ていくための「人間力」の基礎となっている。
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